
周南市での取組について 

周南市経済産業部商工振興課 
企業活動戦略室 

平成２７年１０月１９日（月） 
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１．「周南市水素利活用計画」の策定 
２．「純水素型燃料電池」の実証 
３．「燃料電池フォークリフト」の実証 
４．「水素学習室」の開設 

本日の内容 
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１． 「周南市水素利活用計画」の策定 
◆周南市水素利活用協議会 

●平成25年8月設立 
  周南コンビナートで生成される水素を、まちづくり 
  に活かすための検討・協議 
●平成26年4月 
  「周南市水素利活用構想」を策定 
●平成27年4月 

  「周南市水素利活用計画」を策定 

区分 所属・役職 

企
業
関
係 

周南コンビナート関係 

出光興産株式会社 
東ソー株式会社 
株式会社トクヤマ 
徳山積水工業株式会社 
日新製鋼株式会社 
日本ゼオン株式会社 

エネルギー関係 

岩谷産業株式会社 
高山石油株式会社 
株式会社三井物産戦略研究所 
三井物産株式会社 
山口合同ガス株式会社 
山口県石油商業組合周南連合支部 

交通関係 
周南近鉄タクシー株式会社 
防長交通株式会社 

自動車・産業用車両・燃
料電池メーカー関係 

東芝燃料電池システム株式会社 
トヨタ自動車株式会社 
株式会社豊田自動織機 
本田技研工業株式会社 
マツダ株式会社 

建築・機械関係 
株式会社日立プラントメカニクス 
株式会社大林組 

区分 所属・役職 

商工関係団体 

新南陽商工会議所 
徳山商工会議所 
周南地場産業振興センター 
山口県産業技術センター 

市民団体 櫛浜地区自治会連合会 

学識経験者 

山口大学大学院 教授 稲葉和也 
徳山大学 経済学部長 教授 石川英樹 
徳山工業高等専門学校 教授 牧野俊昭 
徳山工業高等専門学校 特命教授 吉岡健 

国 
経済産業省中国経済産業局 新エネルギー 
対策室  

山口県 
産業戦略部 
商工労働部 新産業振興課 

周南市 
総務課、庁舎建設課、防災危機管理課、 
環境政策課、政策企画課、商工振興課 等 

【平成27年10月1日現在 構成】 
 ◆企業関係者   ２１ 社   ◆商工関係団体  ４ 団体 
 ◆市民団体     1 団体  ◆学識経験者    ４ 名 
 ◆行政機関  経済産業省、山口県、周南市 
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１． 「周南市水素利活用計画」の策定 
 基本理念 

 水素エネルギーで未来を拓く 水素先進都市「周南」 

 計画の基本目標 

  ● 水素利活用の促進に向けた環境整備 
  ● 低炭素・省エネ・災害に強いまちづくりの推進 
  ● 水素関連ビジネスの創出と企業連携・競争力強化 

 施策の展開  ① 水素サプライチェーンの構築 
 ② モデルエリアの構築 
 ③ 水素関連産業等に関する人材育成・事業所支援の充実 
 ④ 市民・市内企業等への普及・啓発事業の強化 

指標名 
Step1 

平成27～29年 
Step2 

平成30年～32年 

水素ステーションの設置数 1か所 1か所 

燃料電池自動車、水素自動車数 
（燃料電池バスを含む） 70台 670台 

定置用燃料電池数（エネファーム等） 600台 1,400台 

 基本指標 

※前提条件：ユーザーのメリット（価格
・利便性等）が確保され、かつ水素利
活用機器の市場投入が順調に進んだ
場合 

※経済産業省「次世代自動車戦略
2010」（2010.4.12）を参考に算出 
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１． 「周南市水素利活用計画」の策定 

水素ステーション 

水素ステーションエリア 
＜水素ステーション周辺モデル＞ 

（地方卸売市場・学校・支所・卸売商業団地・下水処理
場・地場産業振興センター等での活用検討） 
燃料電池自動車・バス・タクシー・ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ 
定置用燃料電池等 

動物園エリア＜観光地モデル＞     

中心市街地エリア＜都市部モデル＞     

（周南市役所・商店街・徳山駅・徳山港等での活用検討） 
燃料電池自動車・定置用燃料電池等 

液化水素 
製造拠点施設 

◆３つの水素利活用モデルエリア 

徳山東ＩＣ 
料金所 

国道２号線 

山陽自動車道 

（動物園、ＫＲＹハウジングサイト等での活用検討 
定置用燃料電池等  
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２．純水素型燃料電池システムの実証 

 

 山口県の「やまぐち産業戦略研究開発等補助金」の助成を受け
て、岩谷産業株式会社、東芝燃料電池システム株式会社、長府工
産株式会社、山口リキッドハイドロジェン株式会社が開発。 
現在、「地方卸売市場」、「徳山動物園」にて実証中。 

概要 

６ 

2015年までの開発ターゲット 



２．純水素型燃料電池システムの実証 

◆設置   平成２７年３月２２日 
◆出力   ７００Ｗ 

◆利用方法 【電気】卸売市場内電力 【湯】市場関係者共用 
◆供給方法 圧縮水素ボンベ  平成２７年度中に水素ステーションから直接供給 

 周南市地方卸売市場 

純水素型燃料電池 圧縮水素ボンベ保管庫（48ℓ×６本） 
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２．純水素型燃料電池システムの実証 

◆設置   平成２７年３月２１日 
◆出力   ７００Ｗ 

◆利用方法 【電気】ゾウ舎電力 【湯】ゾウのシャワー 
◆供給方法 圧縮水素ボンベ   

 徳山動物園 

８ 



３．燃料電池フォークリフトの実証 

表1：燃料電池フォークリフト仕様

項目 数値

許容荷重 2,400kg

揚高 3,700mm

全長 3,810mm

全幅 1,170mm

全高（マスト下降時） 2,385mm

重量 4,290kg

ホイールベース 1,500mm

最低地上高 58mm

フォークシフター（A351）

ロングフォーク（1,520mm）

ハイバックレスト

前面フロントガラス

前進チャイム

LED回転灯

後部作業灯

バックブザー

表2：フォークリフトオプション装備

水素タンク容量 58L

圧力 35MPa(350気圧)

稼働時間 8時間

（3.5kW 55%稼動）

最大連続出力 8kW

表3：燃料電池ユニット仕様

表4：安全機能

水素検知センサ

（水素タンク）

1.5％以上

で停止

水素検知センサ

（燃料電池スタック）

1.5％以上

で停止

絶縁抵抗低下検知 50kΩ以下

で停止

転倒検知センサ

（前後方向）

65°以上

で停止

転倒検知センサ

（左右方向）

65°以上

で停止

フォークリフトにはOPS（Operator Presence  Sensing）、
オペレータが運転席を離れたときの事故防止に貢献
するシステムが搭載されています。

離席した状態での荷役、走行動作を停止させ、誤動
作による事故防止に貢献します。

前後進レバーが入ったままで離席し、その後乗車した
場合は、一度、停止位置に戻してから前後進レバーを
操作してください。

ブレーキは利きませんので、フォークリフトから降りると
は必ずパーキングブレーキを引くように御願いします。
引かないまま離席をしますと警告音が鳴ります。

写真1：燃料電池フォークリフト 写真2：燃料電池ユニット

 

（１）環境性 
・フォークリフト稼動中のＣＯ2排出ゼロ 
 副生成物として水のみ排出 
 

（２）作業効率向上 
・鉛バッテリ充填時間（６－８時間）に比べ 
 短時間（３分間）での水素充填が可能 
・満充填で８時間の連続稼働を実現 
 （鉛バッテリ車同等） 
 

（３）省スペース 
・予備バッテリの購入・保管不要 
 ⇒ 充電作業不要・省スペース 
 

 燃料電池フォークリフトについて 
開発：株式会社 豊田自動織機 

特長 

スペック 

FCスタック 

(ベース車両：積載荷重2.5t電動フォークリフト) 

FCユニット 

出力 連続出力 8 kW 

短時間出力 22 kW ×2秒  

水素 充てん圧 35 MPa 
(約350気圧) 

満充てん量 1.2 kg 

充てん時間 約3分 

稼働時間 ※ 8時間 

※測定条件：電動車JISパターン（稼働率55%） 

＜周南実証車 仕様＞ 
全長 ： 3,810mm （ﾌｫｰｸ長 1,520mm含む） 
全幅 ： 1,170mm 
全高 ： 2,385mm （ﾏｽﾄ下降時） 
揚高 ： 3,700mm 
重量 ： 4,290kg    
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３．燃料電池フォークリフトの実証 

燃料電池フォークリフト実証開始 
キックオフイベント （平成27年9月16日開催） 

燃料電池フォークリフト試乗会 

実証実験の概要 

 １．目的 
  周南市の水素需要の拡大及び地方卸売
市場のクリーンな環境を目指すことを目的
に、燃料電池フォークリフトを導入し、二酸
化炭素の削減効果等を実証する。 

 ２．期間 
  平成２９年３月３１日（金）まで 

 ３．燃料電池フォークリフト 
  ㈱豊田自動織機の燃料電池フォークリフ
ト1台を、周南市の管理のもと、徳山青果㈱
が日常の作業に使用する。 

 ４．実証内容 
  主として、夜間に行われる市場内での青
果の荷卸し作業等に燃料電池フォークリフト
を使用し、導入に伴う市場内のフォークリフ
トの二酸化炭素削減効果や、経済性及び作
業効率を実証する。 

実証開始セレモニー 
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４． 「水素学習室」の開設 

 

 水素の製造・輸送・貯蔵・利活用にわたる水素サプライチェーン全体を学べる場所と、水素に関する
多彩なコンテンツを提供することで、水素需要の喚起や、来るべき水素社会について理解を深めても
らうことを目的とする。 

目的 

 

・周南市の職員による、市の水素に関する取組等に関
する講話やＤＶＤ等による学習 

・周南コンビナートとエネルギーについて、水素につい
て、国、県、市の水素に関する取組、企業の取組等につ
いてのパネル学習   等 
  

内容 
 
 事前のご予約が必要です。 
 ご利用を希望される方は、 
  周南市経済産業部商工振興課企業活動戦略室 
  ０８３４（２２）８２２３  までご連絡をお願いします。 
  

ご利用について 
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